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論文内容の要旨
CむHg 1 _ xTe 合金は x- 値の増加に伴なって HgTe の半金属から CdTe の半導体へと、そのエネル
ギ一帯構造を変えてゆく。そして、その転移点(液体 He 温度では x~0.15) 附近ではエネルギーギ
ャップは極端に小さくなり、それに従って伝導電子は非常に小さい電子実効質量と大きな実効g-値を
もつようになるので、その特異な振舞が期待される。
合金の単結晶は、改良ブリッジマン法で作成され、さらに飽和水銀蒸気圧中、 300 0C で 1ヶ月間アニ
ーリングされた。実験には、 o ~0.22までの x- 値をもち、その電子濃度が約10 16 cm -3である試料が選
ばれた。磁気抵抗は、1.52~20K の温度領域で 6 万ガウスまで可能な超伝導磁石を用いて測定された。
横磁気抵抗振動に対しては、これまでに例をみないほど明瞭なピークのスピ〉分離 (Ho 七 H 1 ~， 
H 1 七日2 二 H 2 七・・・・・・、)が観測されたが、一方縦磁気抵抗振動では、それとはまったく異なって、
H 1 七 H 2 +、・・・・、のピークだけしか観測されなかった。さらに縦磁気抵抗振動の半金属側では、 こ
れまで観測されたことのない新ピークが観測され、半導体側になると、新ピークは弱くなるが、それ
に代って、別の振動が現われて来て、それに引きずられるように、 H 1 +、 H 2 +, ・・・・のピークは高磁
場側へわずかに移動するのが観測された。
以上の横(縦)磁気抵抗振動のスピン分離についての実験結果は、伝導電子は半金属側では P 電
子であり、半導体側では s-電子であることが考慮されて、スピン軌道相互作用によって良く説明さ
れた。その計算の際、弾性散乱された伝導電子のランダウ・スピンサブ準位間遷移に対する選択則
(横磁気抵抗振動に対しては、 N ↓ ~(N-l) ↓， N ↑~ (N-l) •, N ↑ ~N ↓，一方縦磁気抵抗振動
に対しては、 N ↓~ (N-l) ↑が導出された。
又、得られた振動に対する周期、位相、振幅の解析から O 壬 x く 0.22 まで、の合金のエネルギ一帯定
数(例えば、電子実効質量、伝導帯端質量、エネルギー・ギャップ、実効 g- 値等)の値が、系統だっ
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て評価された。そしてそれらの x- 値に対する依存性の考察から、半金属一半導体転移点は x =0.156 
(OKで)と求められた。
最後に、新ピークについての議論がなされた。エネルギー値的には、プラズマの介在した遷移であ
ることが対応づけられたが、なお理論的説明が残された。
以上、スピン効果を含むシユブ守ニコフ・ド・ハース振動についての新らしい実験結果と理論を見出
すことが出来た。
論文の審査結果の要旨
狭いエネルギ一、ギャップをもった半導体合金 CむHg 1 _ xTe は最近応用面においても注目を集めて
いるが、この合金に対して、低温での磁気抵抗を測定し、その抵抗の磁場依存性にあらわれる Shub­
nikov-de Haas 振動に対して研究を行ったのがこの論文である。合金の成分比( x 値)にしたがっ
て、この物質は半金属より半導体へと遷移するが、その遷移の途中にほとんどエネルギーギャップ
零の物質が生ずる。この遷移の両側において研究を行った。横磁気効果では他にみられない美しいス
ピン分離の振動を測定したが、縦磁気効果では上向きのスピンのランダウ、サブ準位に対応する振動
はすべて消え去ることを見出した。また振動は半金属側と半導体側では異なった様相を示す。これら
らを説明するためには、これまでの SdH 効果の理論では不充分で\新たにスピン軌道相互作用によ
る散乱を含む理論をつくって上記の実験結果を 他のこれまで説明出来なかった SdH 振動の現象を
も含めて、統一的な理論的説明を行った。論文はさらにx 値の変化によるバンド、パラメーターの変
化にも言及している。これはスピン効果を含む、 SdH 効果の実験と理論に新らしい進歩をもたらし
たものと考えられ、博士論文として価値あるものと認められる口
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